
　
経
済
産
業
省
が
発
表
し
た
２
０
１
３
年
の
工
場
立
地
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
茨

城
県
は
立
地
件
数
、
面
積
、
県
外
企
業
立
地
件
数
で
全
国
一
位
と
な
り
３
冠
王
に

輝
い
た
。
過
去

年
間
を
見
て
も
、
茨
城
県
の
立
地
面
積
は
断
ト
ツ
の
一
位
で
、

立
地
環
境
の
良
さ
を
裏
付
け
て
い
る
。

年
度
に
も
全
面
開
通
す
る
見
通
し
の
首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

圏
央
道

の
県
内
区
間
の
整
備
を
追
い
風
に
、
圏
央

道
と
常
磐
自
動
車
道

常
磐
道

を
結
ぶ
圏
央
道
の
北
の
玄
関
と
も
い
え
る
つ

く
ば
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

Ｊ
Ｃ
Ｔ
、
茨
城
県
つ
く
ば
市

の
東
西
両
区
間
で
県
外

企
業
の
進
出
が
相
次
い
で
い
る
。

雪印メグミルク新工場はプロセスチー
ズとマーガリン類の主力生産拠点に

茨城県特集

茨城中央工業団地東北への供給拠点

立地件数、面積、県外企業立地件数で３冠王圏央道の整備を追い風に
つ
く
ば
下
妻
第
二
工
業
団
地
自
動
車
関
連
進
出
相
次
ぐ
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三
五
関
東
は
日
野
自
動
車
の

古
河
進
出
に
歩
調
を
合
わ
せ

本
社
機
能
を
移
転

　
つ
く
ば
Ｊ
Ｃ
Ｔ
以
西
で

は
、
つ
く
ば
中
央
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ
、
同
つ
く

ば
市

―
境
古
河
Ｉ
Ｃ
が

年
度
開
通
予
定
で
、
今
年
度

は
つ
く
ば
中
央
Ｉ
Ｃ
―
坂
東

Ｉ
Ｃ
間
で
、
道
路
設
計
、
環

境
調
査
、
用
地
買
収
な
ど
を

実
施
す
る
見
通
し
。
坂
東
Ｉ

Ｃ
以
西
で
は
、
日
野
自
動
車

古
河
工
場

同
古
河
市

に

近
い
境
古
河
Ｉ
Ｃ
―
五
霞
Ｉ

Ｃ
間
は
今
年
度
の
開
通
に
向

け
た
諸
工
事
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
着

実
に
進
む
。

　
茨
城
県
か
ら
熱
い
ラ
ブ
コ

ー
ル
を
受
け
た
日
野
自
は
、

古
河
工
場
の
本
格
稼
働
を
当

初
の

年
か
ら

年
内
に
大

幅
に
前
倒
し
し
た
。
現
在
稼

働
中
の
Ｋ
Ｄ
工
場
に
加
え
、

今
年
中
に
ア
ク
ス
ル
な
ど
の

基
幹
部
品
製
造
工
場
、

年

に
車
両
組
立
工
場
の
稼
働
を

順
次
開
始
す
る
。

　
同
社
が
古
河
工
場
で

年

５
月
に
大
・
中
型
ト
ラ
ッ
ク

向
け
の
輸
出
梱
包
業
務
を
開

始
し
て
以
降
、
清
水
工
業

東
京
都
福
生
市

や
国
産

機
械

東
京
都
日
野
市

な

ど
関
連
企
業
の
県
内
進
出
が

進
ん
で
い
る
。

　
な
か
で
も
排
気
ガ
ス
浄
化

装
置
や
排
気
管
、
触
媒
装
置

を
供
給
す
る
三
五
関
東

茨

城
県
下
妻
市

が
本
社
機
能

を
東
京
都
日
野
市
か
ら
移

転
。
「
日
野
自
動
車
が
古
河

に
工
場
進
出
さ
れ
る
こ
と
に

歩
調
を
合
わ
せ
た
」

恒
川

幸
三
三
五
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
社
長

と
い
う
。
こ
の
ほ

ど
、
つ
く
ば
下
妻
第
二
工
業

団
地

茨
城
県
下
妻
市

に

本
社
工
場
を
完
成
し
操
業
を

開
始
し
た
。
加
工
組
立
工
場

や
プ
レ
ス
工
場
な
ど
を
建

設
、
総
投
資
額
は

億
円
。

日
野
自
古
河
工
場
へ
の
部
品

供
給
の
ほ
か
、
他
自
動
車
メ

ー
カ
ー
へ
の
部
品
製
造
拠
点

と
す
る
こ
と
で
、
物
流
コ
ス

ト
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
を
図

る
。

　
６
月
に
い
す
ゞ
自
動
車
向

け
、
８
月
に
日
産
自
動
車
向

け
、

月
に
富
士
重
工
業
向

け
の
生
産
ラ
イ
ン
を
順
次
移

管
し
、

年
８
月
ま
で
に
工

場
敷
地
の
約
７
割
を
各
生
産

ラ
イ
ン
で
埋
め
、
体
制
を
整

え
る
計
画
だ
。
橋
本
昌
茨
城

県
知
事
は
「
自
動
車
産
業
の

集
積
に
向
け
、
県
と
し
て
も

全
力
で
誘
致
に
取
り
組
ん

だ
」
と
歓
迎
の
意
を
表
し
て

い
る
。

シ
ー
ズ
イ
シ
ハ

ラ
は
ペ
ッ
ト
シ

ー
ト
生
産
を
増

強

　
シ
ー
ズ
イ
シ
ハ
ラ

静
岡

県
富
士
市
、
石
原
公
雄
社

長
、
０
５
４
５
・
３
１
・
１

１
２
０

は
、
ペ
ッ
ト
用
シ

ー
ト
の
生
産
拡
張
お
よ
び
顧

客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
の
思
い

か
ら
、
北
関
東
自
動
車
道
の

茨
城
町
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ

Ｉ
Ｃ

を
囲
む
よ
う
に

造
成
さ
れ
、
首
都
圏
や
東
北

へ
の
供
給
拠
点
と
し
て
最
適

な
交
通
ア
ク
セ
ス
を
評
価
し

て
茨
城
中
央
工
業
団
地
進
出

し
た
。
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
生
産

を
昨
年

月
か
ら
順
調
に
立

ち
上
げ
、
４
月
に
は
第
一
段

の
体
制
増
強
を
１
年
前
倒
し

で
実
施
し
、
大
量
生
産
体
制

に
移
行
し
た
。
来
年
早
々
に

は
計
画
第
二
段
の
体
制
増
強

を
前
倒
し
し
「
生
産
量
の
増

大
と
効
率
化
な

ら
び
に
配
送
拠

点
構
築
化
の
早

期
実
現
を
目
指

す
」

青
木
信

寿
経
営
企
画
室

長

と
い
う
。

　
「
原
子
力
災

害
周
辺
地
域
産

業
復
興
企
業
立

地
補
助
事
業
に

よ
り
、
補
助
金

の
採
択
を
受
け

た
こ
と
で
、
事

業
着
手
へ
の
判

断
が
容
易
に
で

き
た
こ
と
、
操

業
開
始
後
も
相

談
し
や
す
い
環

境
が
あ
り
継
続

的
な
企
業
活
動

を
行
う
上
で
安

心
」

同

と

評
価
し
て
い

る
。

　
つ
く
ば
Ｊ
Ｃ
Ｔ
以
東
で

は
、
圏
央
道
の
開
通
を
見
込

み
、
コ
メ
リ
が
江
戸
崎
工
業

団
地

茨
城
県
稲
敷
市

内

に
「
コ
メ
リ
茨
城
流
通
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
。
今
年
４
月

に
稲
敷
Ｉ
Ｃ

同

―
神
崎

Ｉ
Ｃ

千
葉
県
神
崎
町

間

が
開
通
。
「
今
後
、
圏
央
道

が
東
関
東
自
動
車
道

東
関

東
道

に
接
続
さ
れ
れ
ば
、

千
葉
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段

に
向
上
す
る
」

コ
メ
リ

と
す
る
。

　
神
崎
Ｉ
Ｃ
―
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ

千
葉
県
成
田
市

間
の
開

通
が
今
年
度
内
に
決
ま
り
、

い
よ
い
よ
圏
央
道
と
東
関
東

道
と
接
続
さ
れ
る
。

　
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
は
、
阿

見
東
部
工
業
団
地

茨
城
県

阿
見
町

に
製
造
棟
、
物
流

棟
を
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
、
現

在
、
順
次
移
設
作
業
を
進
め

て
い
る
。
移
設
さ
れ
る
の
は

横
浜
チ
ー
ズ
工
場
、
関
西
チ

ー
ズ
工
場
、
厚
木
マ
ー
ガ
リ

ン
工
場
で
製
造
す
る
プ
ロ
セ

ス
チ
ー
ズ
と
マ
ー
ガ
リ
ン

で
、
３
月
に
一
部
稼
働
を
始

め
た
。
同
社
と
し
て
東
日
本

地
区
最
大
規
模
の
工
場
で
、

３
工
場
は
移
設
完
了
後
に
閉

鎖
さ
れ
る
。
新
工
場
は
プ
ロ

セ
ス
チ
ー
ズ
と
マ
ー
ガ
リ
ン

類
を
生
産
す
る
主
力
生
産
拠

点
と
な
る
。
今
年
度
下
期
に

は
本
格
稼
働
す
る
予
定
。

　
新
工
場
は
温
度
管
理
や
衛

生
管
理
を
完
備
し
た
最
新
の

生
産
ラ
イ
ン
に
加
え
、
原
料

の
保
管
倉
庫
、
製
品
を
首
都

圏
各
地
に
輸
送
す
る
前
の
一

次
保
管
倉
庫
な
ど
も
一
体
で

整
備
。
一
気
通
貫
体
制
に
す

る
こ
と
で
全
体
の
コ
ス
ト
競

争
力
を
強
化
す
る
。


